
人数 比率 人数 比率

一人暮らし高齢者 15,281 30.3% 12,576 25.7%

（高齢者のみ世帯） （7987） （7446）

高齢者だけの世帯
人員合計

31,448 62.4% 27,713 56.6%

高齢者人口 50,411 48,930

2020年 2015年
荒川区の高齢者　（国勢調査）

※高齢者だけの人員合計＝一人暮らし、高齢者のみ世
帯の人員合計

2022年度目標 実績（到達）

避難行動要支援

者の支援体制

（要介護４～

５）身体障害

１・２級など

高齢者55％

障害者：重度障害

者児対象の個別計

画、盲ろう者の個

別支援計画

高齢者41％

（333人／816人）

障害者23％

（1846人／7774人）

避難行動要支援者の支援計画作成状況

2022年度 2018年度
5,103 5,071

高齢単身世帯 2,799 2,882
高齢者夫婦世帯 1,045 1,039
高齢者世帯 168 157
同居 113 105
日中独居 644 639
日中高齢者のみ 220 156
二世帯住宅 99 65
その他 15 28

登録者数

内
訳

荒川区みまもりステーション登録状況

№８９４ ２０２４年４月７日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

区
が
独
自
の
被
害
想
定
を
し

た
都
心
東
部
直
下
地
震
で
の
推

定
死
者
数
は
、
３
８
９
人
で
す
。

そ
の
内
３
３
８
人
・
約
87
％
が

要
配
慮
者
（
災
害
時
に
情
報
を

把
握
し
た
り
一
人
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
い
人
等
＝
高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、

外
国
人
な
ど
）
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
重
大
で
す
。
全
都
平
均

も
高
い
の
で
す
が
そ
れ
で
も
60

％
台
で
す
。
そ
の
根
拠
は
、
災

害
時
要
援
護
者
の
人
口
比
率
が
、

荒
川
区
29
％
、
全
都
平
均
20
％

の
違
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
方
々
へ
の
住
宅
支
援
、

福
祉
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
対
策
い
か
ん
で
犠
牲
を

減
ら
し
、
「
ぜ
ろ
」
へ
の
具
体

的
な
道
筋
が
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

安
全
な
住
ま
い
確
保
の
支
援

誰
も
が
、
逃
げ
な
く
て
も
よ

い
安
全
な
住
宅
に
住
む
こ
と
は
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
第
一
歩
で

す
。
し
か
し
現
状
は
、
区
の
高

齢
者
住
宅
空
き
待
登
録
倍
率
10

倍
、
都
営
住
宅
区
内
倍
率
30
倍

前
後
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
４
０

０
人
以
上
な
ど
き
わ
め
て
対
策

が
不
十
分
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ

と
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
家
賃
助

成
、
特
養
な
ど
介
護
施
設
増
設
、

高
齢
者
・
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
整
備
な
ど
に
進
め
る
時

で
す
。

地
域
の
す
み
ず
み
に
福
祉
、

介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

能
登
半
島
地
震
で
は
、
安
否

確
認
の
段
階
で
居
住
確
認
が
で

き
な
い
事
態
が
生
じ
た
と
の
こ

と
で
す
。

現
在
、
区
の
高
齢
者
見
守
り

登
録
者
数
は
、
約
５
千
人
、
内

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、
３
千

人
弱
で
す
。
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
18
％
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
訪

問
に
よ
る
実
態
調
査
を
実
施
し
、

福
祉
、
介
護
に
つ
な
ぐ
た
め
の

居
住
確
認
を
す
す
め
、
介
護
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
抜
本
的

強
化
…
職
員
増
、
セ
ン
タ
ー
増

設
（
町
屋
の
木
造
密
集
地
域
に

一
か
所
な
ど
）
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
避
難
行
動
要
支
援
者

（
右
表
）
の
う
ち
個
別
支
援
計

画
策
定
は
、
高
齢
者
41
％
、
障

害
者
23
％
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
明
確
で
あ
り
、
全
世
帯

訪
問
な
ど
で
居
住
確
認
と
支
援

系
計
画
の
作
成
を
一
気
に
進
め

る
こ
と
が
緊
急
課
題
で
す
。

定例法律相談
５月７日（火）
１８時～２０時

※連休のため火曜に変更

横山区議事務所

よ
う
や
く
サ
ク
ラ
も
咲
き
始
め
、

週
明
け
の
入
学
式
の
こ
ろ
に
は
満

開
に
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
気

に
な
る
話
も
。
そ
れ
は
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
サ
ク
ラ
の

開
花
に
か
か
わ
る
話
で
す
。

南
の
方
で
開
花
が
遅
く
、
北

の
方
が
か
な
り
早
い
、
大
都

市
部
も
早
く
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
話
で
す
。
サ
ク
ラ
前

線
の
北
上
に
合
わ
せ
て
旅
を

楽
し
む
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
の
温
暖
化

が
続
け
ば
全
国
一
斉
の
開
花

に
な
り
か
ね
な
い
と
の
警
鐘

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
日
本

の
四
季
は
、
い
ま
や
「
二
季
」

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
も
囁
か
れ

て
ま
す
。
地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ

は
待
っ
た
な
し
で
す
。
横
山
幸
次

我が家に「近くで工事している者」と名乗る人が来て

「屋根の棟板金が剝がれています」「すぐ板金屋に頼んだ

方がいいですよ」「板金屋を紹介しますよ」などといった

ようです。「知り合いに見てもらうので結構」と返答し、

その場は終わりました。

その後、知り合いの建築

業者に見てもらいました

が、何の問題も無し（左

写真）。聞くと最近谷中

あたりで、この手の悪徳

業者による事件が多発し

たとのことです。従来か

らある悪徳商法ですが、

十分注意してください。



２
０
０
０
年
１
月
時
点
で
荒

川
区
内
の
銭
湯
は
、
62
カ
所
あ

り
、
区
内
を
く
ま
な
く
網
羅
し

て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
24
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
現
在
営
業
し
て
い
る

の
が
16
軒
（
他
２
軒
が
休
業
中
）

で
３
分
の
１
以
下
に
な
っ
て
い

ま
す
。

町
屋
で
は
、
子
宝
湯
の
廃
業

で
１
軒
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
地
域
は
、
荒
川
２
軒
、
西

日
暮
里
は
２
軒
、
東
日
暮
里
５

軒
、
南
千
住
２
軒
、
西
尾
久
２

軒
、
東
尾
久
２
軒
だ
け
で
す

（
休
業
中
含
む
）
。

こ
れ
以
上
は
、
無
く
せ
な
い

数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
全
体
で
は
最
盛
期
１
９

６
８
年
の
２
６
８
７
軒
か
ら
８

割
以
上
が
廃
業
。
56
年
の
間
に

銭
湯
の
数
は
５
分
の
１
以
下
。

後
継
者
が
い
な
い
・
設
備
の

老
朽
化
な
ど
の
大
変
さ
に
加
え

て
、
燃
料
価
格
・
物
価
高
騰
が

追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

公
衆
衛
生
上
も
地
域
に
必
要

な
銭
湯
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
の
銭

湯
文
化
を
守
り
維
持

し
て
い
く
た
め
の
対

策
が
必
要
で
す
。
経

営
者
の
お
話
も
お
聞

き
し
て
打
開
策
を
検

討
す
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
年
1
月
の
生
活
保
護

の
申
請
件
数
は
全
国
で
２

万
件
余
り
と
前
の
年
の
同

じ
月
と
比
べ
て
０
．
３
％

増
え
ま
し
た
。

前
の
年
を
上
回
る

の
は
13
か
月
連
続
。

厚
生
労
働
省
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

長
期
化
し
た
こ
と
や

物
価
高
騰
な
ど
で
貯

蓄
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

生
活
に
困
っ
て
い
る

人
は
、
た
め
ら
わ
ず

に
自
治
体
の
窓
口
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
ま
す
。
荒
川
区

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
区

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援

の
差
し
伸
べ
る
と
き
で
す
。

☆「ふろわり２００」の対象者は
７０歳でなく６５歳からに

すでに６５才を過ぎている方・４月に６５才にな

る方は、保険証などを持って、区役所２階高齢者福

祉課⑤で申請を。…すぐにもらえます。

(回数も週１回でなく増やす要望もあり）

☆高齢者安全杖の所得要件なくなります
65才以上の方で必要な方は高齢者福祉課まで来所。

73㎝～95.5cmの伸縮タイプで、その場で長さの調整もします。

利用して３年以上経過している方の再支給もします。

☆補聴器助成が所得制限なしに
６５才以上で医師が補聴器が必要との診断

があれば、２万５千円の補助が出ます。

(※さらに補助額引上げの改善が必要です)

☆男子もＨＰＶワクチン接種が無料で
小学６年生から高校１年生相当の男子が無料で３回まで受けら

れます。

健康推進課予防接種係 3802-3111内線3901

来所・電話・ホームページで申込んでください。

町屋３丁目の

子宝湯もついに

３月末で廃業。

交通・移動の権利は、日本国憲法が保障した居住・移転の

自由（第22条）、生存権（第25条）、幸福追求権（第13条）

など関連する人権を集合した新しい人権です。国民が安心し

て豊かな生活と人生を享受するためには、交通・移動の権利

が保障され、行使できる環境が整えられることが必要です。

そのためには、鉄道や路線バスなどの基幹的交通網と合わ

せて、地域ごとの地域公共交通の路線網が必要です。その責

任は地方自治体にあるのです。お隣台東区「めぐりん」のよ

うに区内の公共施設、医療機関、鉄道駅など結ぶコミュニティ

バスは、必要不可欠な移動手段で区の責務でもあります。

※少なくなった銭

湯ですが、貴重な

地域コミュニティ

の場です…


